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       上郷地推協  第 2 回理事会開かれる

     年末年始を迎えます

藍
綬
褒
章
を
受
章

　

上
郷
町
板
沢
の
菊
池
長
男
（
た
け

お
）
さ
ん
が
こ
の
度
、
藍
綬
褒
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

   

藍
綬
褒
章
と
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
か
ら
依
頼
を
受
け
て
行
う
公
共

の
事
務（
保
護
司
、民
生
・
児
童
委
員
、

調
停
委
員
な
ど
の
事
務
）
に
尽
力
さ

れ
た
方
に
授
与
さ
れ
る
勲
章
で
す
。

　

菊
池
さ
ん
は
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
や
児
童
の
見
守
り
活
動
を
長
年

に
わ
た
り
継
続
し
、
上
郷
町
の
明
る

い
地
域
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。
菊
池
さ
ん
は
、「
周
り
に

恵
ま
れ
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
上
郷
町
の
皆
様
へ
感
謝
の
気

持
ち
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
26
日
（
火
）、
上
郷
町
地
域

づ
く
り
推
進
協
議
会
の
第
2
回
理
事

会
を
開
催
し
、
左
記
の
2
事
項
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

１
．「
み
ん
な
で
築
く
ふ
る
さ
と
遠

野
推
進
事
業
（
案
）」
に
つ
い
て

　

花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
買
い
物
支
援

な
ど
、
継
続
事
業
10
件
に
左
記
の
新

規
事
業
を
加
え
、
計
画
（
案
）
と
し

て
ま
と
め
ま
し
た
。

・
伊
豆
神
社
の
屋
根
等
修
復
事
業

・
若
竹
さ
ん
講
演
会
開
催
事
業

・
各
団
体
の
活
動
を
支
援
す
る
事
業

２
．
会
費
に
つ
い
て

　

合
計
額
を
指
定
管
理
第
２
期
の
期

間
中
、

1,500
円
の
定
額
と
し
、
団
体
が

大
き
な
事
業
を
行
う
場
合
は
、
他
事

業
の
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

■
施
設
利
用
料
値
上
げ
に
つ
い
て

　

他
の
地
区
セ
ン
タ
ー
と
の
施
設
利

用
料
の
整
合
性
を
図
り
、
健
全
な
財

政
運
営
を
維
持
す
る
た
め
、
見
直
し

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
一
部
の
施
設
で

は
3
倍
と
な
る
見
込
み
の
た
め
、
激

変
緩
和
措
置
を
要
望
し
、
協
議
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

11
月
26
日
（
火
）、
上
郷
地
区
セ

ン
タ
ー
に
て
、
遠
野
市
地
域
交
通
計

画
策
定
に
伴
う
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、

遠
野
市
地
域
公
共
交
通
計
画
（
計
画

期
間
：
令
和
７
年
度
～
令
和
11
年
度
）

の
参
考
と
な
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
遠
野
市
市
民
協
働
課
と

特
定
非
営
利
活
動
法
人
い
わ
て
地
域

づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の

方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
上
郷
町

で
の
取
り
組
み
や
公
共
交
通
の
利
用

状
況
、
今
後
の
地
域
公
共
交
通
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
参
加
者
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
一
人
暮
ら
し

の
方
や
高
齢
者
の
バ
ス
利
用
、
移
動

販
売
の
現
況
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
や

要
望
を
職
員
の
方
々
に
伝
え
て
い
ま

し
た
。

　早いもので、今年も残すところあとわず
かとなりました。年末年始を過ごすうえで
のポイントをいくつかまとめましたので、
参考にしていただければ幸いです。
・食生活や運動のバランスを心掛け、免疫
　力を高める。
・外出した際は、手洗い・うがいを徹底し、
　細菌を体内に取り込まないようにする。
・お酒の飲みすぎに注意する。
・餅を食べるときは、高齢者や子どもから
　目を離さない。
・大掃除や雪下ろしの際の事故には十分気
　を付ける。
・暖房機器の取り扱いに注意する。
以上のポイントに気を付けて、良い年末年
始をお過ごしください。

地
域
公
共
交
通
の
充
実
に
向
け
て
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施
設
利
用
に
つ
い
て

　

12
月
28
日
（
土
）
か
ら
来
年
1
月

3
日
（
金
）
ま
で
の
期
間
、
上
郷
地

区
セ
ン
タ
ー
は
利
用
出
来
ま
せ
ん
の

で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
防
犯
上
こ
の
期
間
は
職
員
が
巡
回

を
し
ま
す
）

　

今
年
も
当
協
議
会
の
活
動
に
対

し
、
多
大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
来
年
以
降
も
上
郷
町
の
さ
ら
な

る
発
展
に
向
け
て

努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続

き
ご
支
援
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま

す
。

e
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
に
つ
い
て

 　

遠
野
テ
レ
ビ
で
は
、
各
地
区
を

対
象
と
し
た
e
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

の
無
料
体
験
会
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
の
参
考
例
と
し
て
、

左
記
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
講

座
（
遠
野
テ
レ
ビ
講
師
に
よ
る
30
分

間
の
講
座
）

・
e
ス
ポ
ー
ツ
・
VR
体
験
会
（
ゲ
ー

ミ
ン
グ
PC
やN

intendo Sw
itch

で

の
体
験
、
30
分
～
１
時
間
）

・
e
ス
ポ
ー
ツ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会

（
１
時
間
）

　

e
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
に
興
味
が

あ
る
方
、
上
郷
地
区
セ
ン
タ
ー

（0198-65-2022

）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

   

明
治
卅
四
年
二
月
二
十
七
日
、
同

校
に
修
業
年
限
ニ
个
年
の
，
高
等
科

を
併
置
せ
ら
れ
、
同
年
四
月
二
十
七

日
、
大
字
細
越
十
二
番
戸
菊
池
宮
松

方
を
假
校
舎
と
し
て
開
校
、
上
郷
尋

常
高
等
小
學
校
と
稱
せ
し
が
、
同

年
，(

月
日
不
詳)

大
字
板
澤
字
切

掛
第
十
二
地
割
五
十
二
番
地
ノ
一
の

新
校
舎
に
移
轉
せ
り
。
其
の
後
明
治

四
十
一
年
二
月
十
二
日
、
細
越
・
佐

比
内
・
平
倉
・
來
内
の
四
分
敎
場
設

置
の
件
認
可
せ
ら
れ
、
四
月
一
日

よ
々
授
業
を
開
始
す
。
同
時
に
高
等

科
を
廃
止
し
（
義
務
敎
育
延
長)

上

郷
尋
常
小
學
校
と
稱
せ
り
。

明
治
四
十
三
年
三
月
に
至
り
、
修
業

年
限
ニ
ケ
年
の
高
等
小
學
校
の
敎
科

を
併
置
す
る
こ
と
と
な
り
、
再
び
上

郷
尋
常
高
等
小
學
校
と
稱
す
。

大
正
四
年
五
月
一
日
沓
掛
に
、
沓
掛

德
之
丞
方
を
假
敎
室
と
し
て
出
張
敎

授
所
を
設
け
た
り
。

大
正
十
年
六
月
工
費
壱
万
七
千
五
百

餘
圓
を
以
て
、
控
所.

・
宿
直
室
及

小
使
室
・
生
徒
昇
降
ロ
・
便
所
等
を

增
築
し
た
り
。

大
正
十
五
年
九
月
工
費
壱
万
壱

千
五
百
餘
圓
を
以
て
，
木
造
二
階
建

一
棟
、
建
坪
五
十
七
坪
七
合
餘
及
廊

下
等
を
增
築
し
た
り
。

ロ
、
平
倉
分
敎
場

明
治
八
年
八
月
十
五
日
板
澤
小
學
校

の
分
校
と
し
て
平
野
原
村
小
向
留
松

長
屋
を
假
校
舎
と
し
て
開
校
し
た
り

し
が
、
明
治
十
六
年
八
月
十
一
日
平

倉
村
菊
池
德
太
郞
長
屋
に
移
轉
、
平

倉
小
學
校
と
改
稱
す
。
明
治
十
九
年

三
月
、平
倉
簡
易
小
學
校
と
改
稱
し
、

來
内
村
に
分
敎
場
を
設
置
す
。

明
治
廿
一
年
五
月
廿
五
日
平
倉
村
字

中
野
に
校
舎
を
新
築
し
移
轉
す
。

明
治
廿
五
年
四
月
平
倉
尋
常
小
學
校

と
改
稱
す
。

明
治
卅
一
年
四
月
一
日
平
倉
字
道
の

下
に
位
置
変
更
指
定
せ
ら
れ
、
字
繫

菊
池
深
松
方
を
假
校
舎
と
し
て
敎
授

す
。
更
に
平
倉
字
中
野
に
位
置
変
更

す
る
こ
と
と
な
り
、
校
舎
新
築
中
、

即
ち
明
治
卅
五
年
十
月
五
日
よ
り
卅

六
年
六
月
一
日
迄
、
宇
南
林
菊
池
善

之
丞
座
敷
を
暇
校
含
と
し
敎
授
し
、

明
治
卅
六
年
六
月
二
日
新
校
舎
に
移

轉
せ
り
。

明
治
四
十
一
年
二
月
十
日
此
の
校
を

廃
し
て
、
上
郷
尋
常
小
學
校
平
倉
分

敎
場
と
稱
す
。

明
治
四
十
三
年
三
月
廿
六
日
以
後
、

上
郷
尋
常
高
等
小
學
校
平
倉
分
敎
場

と
稱
す
。

 

腹
話
術 

ヒ
ロ
君
来
ま
す
！

■ごみの収集日（12 月～ 1 月）

12 月
 24 日（火）もえるゴミ
 26 日（木）ビン類・プラ製容器包装
 30 日（月）もえるゴミ（臨時収集）

1 月

   7 日（火）もえるゴミ
   9 日（木）紙類・プラ製容器包装
 14 日（火）もえるゴミ
 16 日（木）缶類・ペットボトル
 21 日（火）もえるゴミ
 23 日（木）ビン類・プラ製容器包装
 28 日（火）もえるゴミ

有害ごみ ( 蛍光灯、乾電池 ) は地区センターへ

12 月 30 日（月）に市内全域で、もえるゴミ

の臨時収集があります。午前 7 時 30 分までに

各集積所にもえるゴミを出してください。

（通常収集日より 1 時間早いです）

■上郷町予定（12 月～ 1 月）

12 月

24 日（火）
上郷地推協第 3 回理事
会

30 日（月）
もえるごみ臨時収集（市
内全域）

31 日（火）大晦日

1 月

  1 日（水）元日
  6 日（月）文書配布

  9 日（木）
小正月行事、もちっこ
フェスティバル

10 日（金）腹話術ヒロ君 安全講話
12 日（日）遠野市消防出初式
16 日（木）文書配布

   
令
和
7
年
1
月
10
日
（
金
）
13
時

30
分
か
ら
、
上
郷
地
区
セ
ン
タ
ー
大

広
間
に
お
い
て
、
腹
話
術
人
形
「
ヒ

ロ
君
」
の
防
犯
交
通
安
全
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

   

ヒ
ロ
君
の
安
全
講
話
は
、
以
前
上

郷
駐
在
所
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
菊
池

洋
さ
ん
（
一
応
、
秘
密
で
す
）
が
10

年
以
上
続
け
て
こ
ら
れ
た
活
動
で

す
。
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
掛
け
合
い

が
大
好
評
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。


